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上岡市マルチメデ、ィア情報センター

『メディアランドUEDA~が開館

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
っ
て
何
で
す
か
?

も
し
今
、
誰
か
に
そ
っ
聞
か
れ
た
ら
、
私
は
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
う
だ

る
つ
。
自
分
で
も
納
得
出
来
る
答
え
を
持
っ
て
い
な
い
か
吋
忌
九
。

確
か
に

人
工
衛
星
?
b
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
勺
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
b
ハ
イ
ド
ヲ
ヨ

ン
?
勺
携
帯
電
話
や
b
、

い
わ
ゆ
る
H

ハ
イ
テ
ク
H

と
呼
ば
れ
る
、
も
の
凄
い

λヒ
l
ド
で
進
化

し
て
い
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
が
創
り
出
し
て
く
ね
る
だ
る
フ
未
来
世
界
の
こ

と
字
お
・
喜
之
&
、
c
b
い
は
漠
然
と
わ
か
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
正

に
漠
然
で
掴
ま
本
と
こ
ろ
が
な
い
。
行
先
不
明
で
は
、
迷
子
に
な
る
の

が
オ
チ
で
あ
る
。
そ
こ
で
・
:

自
分
な
り
の
、
先
ず
一
歩
を
踏
み
出
す
作
~
め
の
答
え
を
周
憲
し
た
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
は

夢

(
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〉
を
現
実
と
す
る
た
め
の
未
来
妓
術
の
全

て
を
言
う
。
つ
ま
り
、
-
旨
込
ん
。

先
ず
、

夢
あ
り
き
。

ハ
ー
ド
に
関
す
る
包
本
人
の
才
能
は
@
し
分
な
し
だ
が
、
ソ
フ
ト
は

ど
う
も
い
ま
ひ
と
つ
:
:
:
と
き
う
の
が
、
世
界
的
な
こ
れ
ま
で
の
評
価

で
あ
っ
た
。

ソ
フ
ト
H
夢
(
イ
マ
ジ
千
t
シ
ヨ
ン
)
で
あ
り
、
夢
H
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
と
す
れ
ば
、
ソ
フ
ト
ば
ど
つ
も
。
で
は
行
先
き
、

T
F』ない
。

そ
こ
で

自
由
奔
放
、
奇
想
天
外
を
武
器
と
言
。
、
日
本
の
琴
主
人
カ
ル
チ
ャ
ー
、

マ
ン
ガ
(
高
画
)
の
発
想
法
を
ナ
ピ
ゲ
l
タ
ー
と
し
た
、
H

夢
見
る
未

来
人
H

を
養
成
し
送
り
戸
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

を
つこ

の
「
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A」
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
、

技
術
の
発
信
基
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
ん
な
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

ク
リ
エ
|
夕
|
培
養
の
地
、
に
し
た
い
と
患
っ
て
い
る
駅
で
あ
る
。

皆
さ
ん
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
気
軽
な
ご
参
加

を
、
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

メ
デ

ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A

名
誉
館
長

石
ノ
森
章
太
郎

上
回
リ
サ
ー
チ
バ

l
ク
内
に
建
設
を
進
め
て
き

た
、
上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
が

い
よ
い
よ

8
月
5
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
周
囲
の
景
観
に
優
し
く
溶
け
込

み
、
光
と
緑
に
包
ま
れ
た
さ
わ
や
か
な
ム

l
ド
に

あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
『
メ
デ
ィ
ア

ラ
ン
ド

U
E
D
A』
と
決
定
し
、
マ
ン
ガ
家
の
石

ノ
森
草
太
郎
さ
ん
を
名
誉
館
長
と
し
て
お
迎
え
し

ま
し
た
。

こ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技

術
の
多
彩
な
司
能
性
を
、
識
も
が
分
か
る
マ
ン
ガ

を
題
材
に
し
、
上
田
市
独
白
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
ガ

「

S
A
R
U
T
O
B
I
R」
を
巾
心
に
、
楽
し
く

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
石
ノ
森
章
太

郎
さ
ん
を
代
表
と
す
る
マ
ン
ガ
家
集
団

・
マ
ン
ガ

ジ
ャ
パ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
、

ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン

ガ
の
展
覧
会
、
上
国
高
画
大
学
と
題
し
て
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
マ
ン
ガ
の
創
作
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
の
活
用
に
よ

る
人
材
育
成
、
地
域
産
業
の
振
興
を
支
援
す
る
た

め
、
最
先
端
技
術
の
機
器
類
を
装
備
し
、
幅
広
く

利
用
で
き
る
研
修
施
設

・
本
格
的
な
ソ
フ
ト
制
作

環
境
を
提
供
す
る
工
房
も
配
置
し
ま
し
た
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
到
来
と
い
わ
れ
る
幻

世
紀
を

U
前
に
、
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
Aは、

新
た
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
盤
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
上
川
市
の
文
化
、
歴
史
、
産
業
な
ど

の
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
目
指

し
ま
す
。

名誉館長・石ノ森章太郎さんプロフィール.いしのもりしょうたろう・マンガ家。宮媛県出身。社団法人日本漫画家協会常務理事。

校卒業後プロ活動に入り、主な作品l孟 『サイボーグ009JrHOTELJ rマンガ日本経済入r'Jrマンガ日本の歴史』など

[2J 7 B. 広報うえだ7.



SARUi08i
君とその仲間たちがお迎え Lます

オープニング・イベント
上田市マルチメディア情報センター 『メディアラン

ドUEDAJの開館を記念して、 8月5日ω・6日(日)

の両日は、マルチメディアに気軽に触れられるたくさ

んのイベントを行います。

マンガジャパンに加入の有名マンガ家による「サイ

ン会」をはじめ、仮想現実空間をゲーム感覚で体験で

きる「パーチャリティートーナメン ト」、デジタルカ

メラを使ってオリジナルカレンダーを作れる「マルチ

メディアフォトスク ール」、さらに名誉館長・石ノ森

章太郎さんとコンビュータグラフィック作家 ・河原敏

文さんらによる「エンターテイメント・セッション」

など、盛りだくさん。

この 211聞は、すべてが無料で利用できるほか、先

着 200名に、マンガジャパンのオリジナルカレンダー

を差し上げます。どうぞお出かけく ださ L、。

18月6日(日)

AKIRiちゃん
ICSHO'l'ARO ISHINOMORI 

A5ARυTOBi君
C'SI-IQTARO ISHI:-¥OMORI 

出
-

ロM
一

グ

一

田
町
圃
』
F

一

ン-一

，um高
石
川

向。
一
六

----F 概要

石ノ森.太郎さん〈名祖書館長/
fSARUTOBi君J総監督〉、河原
敏文さん〈コンピュータ・グラ
フィック創作プロデューサー)、
コーディネーター・泉鱒~さん
(ホール映像プロデューサー)に
よるトークセッション

概要 名称

ンターテイメント ・

セッションん
ん
り

J

さ
さ
J
'
U

み
一
司
一
色
閉

し
ま
回
キ
郎
予

よ
ン
ノ
に
(

阿
叩
配
配
ん

J
J
、
森
さ

ん
'
h
ん
ノ
こ

さ
さ
さ

5
み

ニ
タ
司
J
ゆ

大
副
剛
証
明
ん
し

‘
島
島
さ
ら

一
・
小
水
チ
が

nu 
nu 

p
D
 

nu 

内

u
au守会ンイサ家ガンマ

ンガ家サイン会 1• ̂  ^^  •• ^^ 1 ;百ノ森灘太郎さん、里中満智
113:00~14:00 1 (予定)I .u.UV .~.VV I予さん、矢口高雄さん(予定)特別議演

マルチメディア ・ 10:30~11:30 
フォトスクール 14:30~15:30 

パーチャリティー

トーナメント

rSARUTOBi君J
上映

j無料シャトルパスを運行/74i:!?ヨ:7fff:;Z????大学前駅~マルチメディ j
j園大学前駅発(9時部分、10時部分、12時却分、13時45分).マルチメディア情報センター発(12時、13時10分、14時却分、16時部分)

上田市マルチメディア情報センターの愛称

fメデ、ィアランドUEDA.lIに
みなさんから応募いただいた愛称の中から、矢

ケ崎紅さん(新田)の『メディアランドUEDAJ

が選ばれました。

選考については、「ユニークかつ市民一般に親

しみやすいものJr上田市の独自性、個性を想起

させるものJrマルチメディアの可能性、将来性

を予感させるもの」を選考基準に、名誉館長の石

ノ森章太郎さんに最終的に選んでいただきました。

たくさんのご応募ありがとうございました。

ADr.タヌキオヤジ
~;SHOTARO ISHIe-<OMORI 

CSHOTARO ISH[:\O~lORl 

[3 ] 広鞭うえだ7.B. 1 



マル
グ考、 」

メディア最前線
e 

見る、知る、さわる、自分で創る。楽しみながら、

いろいろな最先端マルチメディアソフト ・ハードとふれ

あえます。上田のそして世界の未来が見えてきます。

圃セミナールーム
学生から一般まで、さまざまなレ

ベルのマルチメディアに関する講座

-実習かできます。マルチメディア ・哩

パソコンを実際に操作しながら、ソ ，与

フト制作の基礎知識から具体的な 毛

画像制作まで、体験的に学習でき-

ます。

.マルチメディアギャラリー
マルチメディアやセンターの概要を、

映像装置やマルチメディアパソコンな

どで、わかりやすくおもしろく紹介。

センターのシン$)レキャラクターrs
ARUTOBi君』が登場し、ゲーム感覚

で、楽しみながらマルチメディアを体

験できます。

.企画・展示ギャラリー

マルチメディアに関する作品発表・

展示会・イベント等に利用て'きます。

展示にあわせて、可動式パネル40枚・
展示台14台を自由にコーディネイトで

きます。

.オーサリング・
ルーム

画像の加工編集やコンビ

ュータ音楽(MIDI)の制作が

できます。また、隣には、パ

ソコン通信カ主体験できるネッ

トワーク情報コーナーもあり

ます。

最新の CD-

ROM (コンビュ

ーターの読み出し

専用メ モリーに使

うコンパクト ・デ

ィスク)を自由に

見たり聴いたりで

きるマルチメディ

アの図書館です。

メディアランドUEDAJは、世界に向けた上回の

情報発信墓地になることを目指し、また、市民の皆さんに

気軽に マルチメディア.を体鞍していただけるように設

備環境を整えました。ここでは橿要や穣能を紹介します

広揮う左足'!7.8. 1 [4] 



開館時間:午前9時30分~午後 9時

休館日:毎週水曜日、祝日の翌日

年末年始 (12月29日~翌年 1月 3日)

入場料:無料

マルチメディアギャラリー展示機器利用料:

500円でカードを購入してください。

※マルチメディア・ホールの映像は無料でご覧

いただけます。

※ 1枚のカードで8種類のソフトをご利用いた

だけます。

※ライブラリーのCD-ROMソフトは無料で閲

覧できますが、ご利用の際に係員にカード

をお見せください。

・有料貸し出し施設

セミナールーム、デジタルファクトリー、マル

チメディアホール、オーサリングルーム

.問い合わせ

上田市マルチメディ ア情報センター

上田市大字下之郷812番地1

圃 ⑧1000・困 ⑨1010 

パソコン通信での来館も大歓b
メディアランドUEOAでは、パソコン通信のホ

ストを開設する予定で、 9月の運用開始を目指して

準備中です。パソコン通信を使うと、小学生からお

年寄りまで世代を越えた交流、市内から世界まで国

境を越えた交流、朝から晩まで24時間の交流が可能

になり、もう一つの世界が広がります。

ここでは参加するすべての皆さんが主役です。皆

さんが、意見を言ったり、おしゃべりしたり、手紙

のやり取りすることができます。

.パソ コンをお持ちの皆さんヘ

電子メディアランドで、いっしょにマルチメディ

ア社会を創って行きましょう。 登録等はメディア

ランドBBS開設準備室(fi@1000)へお問い合わ

せください。

(5) 広纏うえ定7.B. 1 

ノ、ィビジョン対応の250インチプロジ

ェクターをはじめとする、最新AV機
器を備えた208人収容の多目的ホール

です。

iSARUTOBi君jを中心に、映像

技術の変遷を紹介する f動画秘帖の

巻jを上映するほカミ、講演会やシンポ

ジウムなどにも対応できます。

主にプロや地域産業界

のマルチメディアソフト

制作者、クリエーターの
ためのデジタル映像制作

工房。新映像技術の研究

開発やソフト制作の拠点

としてご利用いただけま

Aマルチメデ ィア情報センター

『メディアランドUEDAJ
1階・2階平面図

-圃



矢
沢
城
跡
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
桜
の
名
所
に
。
そ
の
登
り
口
に
大
目
堂
が
建
つ
。

山城の遺構をとどめる矢沢城跡

城
山
公
園
へ
の
登
り
口
に
大
日
堂
が
あ
り
、

そ
こ
に
馬
頭
観
音
、
道
祖
神
、
十
王
像
な
ど
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
む
か
し
矢
沢
の
村
内
に

ま
?
り
れ
て
い
た
も
の
を
こ
こ
に
集
め
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

か
わ
い
ら
し
い
小
さ
な
男
女
の
神
を
浮
き
彫

り
に
し
た
古
い
道
祖
神
ゃ
、
頭
上
に
馬
頭
を
い

た
だ
い
た
馬
頭
観
音
は
長
い
あ
い
だ
の
風
雪
に

堪
え
て
き
た
深
い
味
わ
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ

の
ま
ま
矢
沢
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。

吉
田
堰
も
大
日
堂
の
あ
た
り
を
流
れ
て
い
ま

お

う

な

す
。
こ
の
堰
は
童
女
(
嬢
)
堰
と
同
じ
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
童
女
(
嬢
)
は
平
安

時
代
の
郷
の
名
で
郷
域
は
現
在
の
神
川
下
流
左

岸
か
ら
ほ
ぼ
東
部
町
全
域
で
は
な
い
か
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
古
代
の
郷
名
と
お
な

じ
名
が
堰
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

か
な
り
古
い
時
代
か
ら
の
農
業
用
水
路
と
い
う

[6 ] 

'
ッ
ク
売
却
代
金
で

い
た
だ
き
ま
し
た
!

7 B. 

上
田
市
消
費
者
の
会
で
は
、
平
成
2
年
か

7

ら
、
わ
た
し
た
ち
に
多
く
の
思
恵
を
与
え
て
開

く
れ
る
森
林
を
守
る
こ
と
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
ラ

意
識
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
浦

市
内
各
所
に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
箱
を
設
置

a

(
各
支
所
・
公
民
館
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
)
し
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

売
却
し
た
代
金
は
『
上
田
市
に
緑
を
育
て

る
基
金
』
と
し
て
積
み
立
て
、
今
ま
で
回
収

し
た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
総
量
は
約
7
4
3
0
0

均
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク

(
1
0
0
o
d
)
の
空
き
箱

初
枚
は
、
重
量
で
約
1
均
に
な
り
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
(
邸
忽
が
約
5
個
で
き
ま
す
。

ま
た
、
牛
乳
パ
ッ
ク
1
5
0
0
枚
(
印
均
)

は
、
初
年
か
ら
叩
年
の
立
木
l
本
分
に
相
当

す
る
と
い
わ
れ
、

5
年
間
に
集
め
ら
れ
た
牛

乳
パ
ッ
ク
に
よ
り
、
約
1
4
8
6本
の
木
が

切
ら
れ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
森
林
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
地
球
の
環
境
を
守

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
各
自
治
会
で
の
資
源
回
収
が

始
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
の
会
と

し
て
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
は
終
了
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
上
田
市
に
緑
を
育
て
る

基
金
」
よ
り
、
め
す
ぐ
り
の
木
(
長
者
の
木
)

l
本
、
シ
ナ
の
木
1
本

(
約
印
万
円
)
を
市

役
所
に
植
栽
し
ま
し
た
。
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こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
真
田
町
の
石
舟
で
神
川

の
水
を
取
り
入
れ
よ
田
市
の
赤
坂
、
矢
沢
、
森
、

大
白
木
、
中
吉
田
を
経
て
東
部
町
の
東
深
井
・

西
深
井
ま
で
の
延
長
約
ロ
キ
ロ
の
堰
で
す
。

土
地
の
人
は
「
お
ん
な
堰
」
と
も
呼
ぶ
そ
う

で
す
が
、
こ
れ
は
童
女
(
嬢
)
堰
が
批
っ
た
も

ひ
と
と
り

の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
む
か
し
は
「
人
取
川
」

と
も
言
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
水
量
が
多
く
、

流
れ
が
速
い
の
で
事
故
を
戒
め
て
の
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
大
日
堂
の
と
こ
ろ
か
ら
城
山
公
園
に

登

っ
て
行
き
ま
す
と
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
大
樹
や

サ
ク
ラ
の
木
々
が
坂
道
に
濃
い
緑
の
影
を
お
と

カメラスケッチ

a 
g泊E

R 

し
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
、
ワ
レ
モ
コ
ウ

な
ど
の
野
の
草
花
に
も
名
札
が
立
て
ら
れ
、
こ

の
公
園
を
愛
し
守
っ
て
い
る
地
元
の
人
び
と
の

心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

城
山
公
園
は
、
矢
沢
綱
頼
の
築
城
と
伝
え
ら

れ
る
矢
沢
城
跡
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

東
殿
城
山
の
尾
根
先
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の

め

-

地
形
は
中
世
の
山
城
を
し
の
ば
せ
、
遠
く
ま
で

一ロ

一

見
渡
せ
る
実
に
眺
め

の

よ

い

場

所

で

す

。

/
い
、一

公
園
内
に
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍

図

一

し
た
俳
人

・
下
平
可
都
ミ
(
し
も
だ
い
ら
・
か

内

一

つ
み
)
の
「
花
ざ
く
ら
命
が
な
く
ば
春
な
く
ぱ
」

案

一

の
句
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
平
野
勝
重
)

・

7

* Z商
庖

妥
結z皿 a跡事 1 』

!こ 県と市の補助による空き庖舗活用事業とし

_...女て、『松尾町アートギャラリー』が7月 1日に

信長オープン。開設を記念して、上田のまつり展

v が開かれ、 祇園祭のみこしや各町の法被など

が展示され、買い物客でにぎわいました。

な
喝
定
ρ

tsawu!
班
槽
旬
、

* Z全
国
_... 

斉

国

勢 10月 1日現在で、全国一斉に 「平成7年園

調主勢調査」が行われます。国勢調査は、日本に

査長住んでいるすべての人を対象として行われる

大規模な調査です。上田市では、 7月3日に国

勢調査の実施本部を企画課に設置しました。

t
h

、、
t絞

0'、

0' 

O'~ 

世界に誇れる 信州の交通マナー
平成7年

V

-
2

-
σ
 

8月 10日 (木~-8月 16 日傭)

長野県交通安全運動推進本部

* 
Z忍
者
の
ょ
っ
機 小雨の降る 7月9日、忍術を楽しく学んで

敏きいる、忍遊塾の子どもたち 7人が一日救助隊

!こ長員lこ。入隊式の後、消防本部の隊員からロー

プの結び方やロープ登はんの指導を受け、消

防の仕事や救助の方法を学びました。

3' 

‘
 

，〆

l
y
1
'
 

交通安全 “あお才こが主役"
信濃路はスピードダウンとベルトから

7 8. 広報うえだ7.(7 ] 



fit、きいき生きる
~ありがとうと言える

人生を送るために""""J

圃スケジュール
《午前》

9 : 30 開場
10 : 00 開会
10 : 20 体験発表

10 : 40 在宅サービス
事業紹介

9 

「生きる意味を問い続けて
~レンズを通してみた生命の輝き』

e田漫順ーさん
(写真家〉

たなべ じゅんいち。 1937年熊

司本市生まれ。フリーカメラマン。

日本写真家協会会員。主な著書に

「老いJ(日本ジャーナリスト会議

奨励賞受賞)i銀の糸結ぷとき」

「老いを生ききるJなど。

つどい
人にはそれぞれの生き方がありますが円、

つまでも美しく生きたい」ということは、私

たちの願いです。そのためには今をどう生き
るかが大切です。皆で健康づ、くり市民のつど

いに参加して『生きるとはJr人間とはJr生
命の存在とは』何なのか考えてみませんか。

11 : 10 手ぬぐい体操

パート 2
11 : 20 保健補導員による劇

11 : 50 昼食

《午後》

1 : 00 講演
(写真家・田漫順ーさん)

3 : 00 閉会

カメラを通してお年寄りにかかわり始めて、

30年余。回選さんは街や村に暮らすたくさん

のお年寄りにカメラを向け、人と命の存在を

追い続けています。その中で八十歳を過ぎて

もなお健康なお年寄りからは「生きているこ

と」のすばらしさを教えられ、老いと病に身を

おいてギリギリの生を生きているお年寄りた

ちからは「生きていること」の意味と 「生きて

いくため」の勇気が与えられたそうです。お

年寄りとの出会いからの感動を皆さんに伝え

てくださいます。

ぜひお出かけください。

広報うえだ7.B. 1 (8] 



今
年
も
み
ん
な
で

踊
り
ま
し
ょ
う
。

健康広場
健康に関するさまざまなコーナーが

ぎっしり。

からだを知るコー

ナ一/栄養相談コー

ナー/ くすりコーナ

ー/介護実演と相談

および介護用品の展

l 示/放射線展示コー

ナー/エイズコーナ

ー/骨髄パンクコー

ナー/食改コーナー

/臨床検査コーナー

歯の健康診断・相談・
歯みがき指導
国 暗唱唱叫担b 唱l， ，， 1 r歯のなんで

『も相談」では

歯科検診が無

』い 料で受けられ

ます。この機

時二
. 
4 会にぜひどう

ぞ。

バザー
心のこもった手作りの作品ばかりです。

出品グループ

わっこの会

上回しいのみ園

寺 山びこの家

宝池和順圏

五十六会

上田ひもろ木圏

ひまわり号

体験発表
いきいき活躍しているおニ人の発表

吉池平三さん・桜井文子さん
〈上常国) (西野竹)

保健補導員の劇
「らくらくおでかけ」原失禁・・・

あなたも悩んで

いませんか。で

も、もう心配い

りません。ご期

待ください。

υ 

クイズラリー
各コーナーを回って、

クイズラ 1)ーに挑戦し

ましょう。

プレゼント
先着1300人のかた

に、軽食と記念品

を差し上げます。

主 催/上田市・上田市健康づくり推進協議会・上田市保健補導員会 | 

[9 J 広報うえだ7.8. 1 



上
田
市
で
は
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
お

け
る
交
通
状
況
の
経
過
を
把
握
す
る
た
め
、
昭

和
町
年
か
ら
叫
交
通
状
況
調
査
』
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
、

7
月
3
日
か
ら
同
7
日
ま
で
の
5

日
間
、
午
前
7
時
か
ら

9
時
ま
で
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
、
市
街
地
へ
人
る
幹
線
道
路
の
中
か
ら
市

役
所
ま
で
の

9
コ
l
ス
を
選
定
し
、
自
家
用
車

で
通
勤
所
要
時
間
を
計
測
す
る
『
所
要
時
間
調

査
』
と
、
交
通
渋
滞
の
激
し
い
交
差
点
な
ら
び

に
上
田
橋

・
古
舟
橋

・
小
牧
橋
の
口
か
所
で
、

市
内
へ
流
入
す
る
マ
イ
カ
ー
・

二
輪
車
(
自
転

車
を
含
む
)
を
計
測
す
る
『
定
点
交
通
量
調
査
』

を
実
施
し
ま
し
た
。

石
/
唖
滞
状
訴
調
d
p
v
の
結
果
じ
つ
い
て

1

所
要
時
間
調
査
に
つ
い
て

調
査
期
間
5
日
間
の
う
ち
、
3
日
聞
が
雨
天

で
あ
り
(
前
年
調
査
期
間
中
は
雨
天
な
し
)
通

過
に
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

雨
天
を
除
く
2
日
間
に
つ
い
て
は
、
調
査
地

点
に
よ
っ
て
は
、
若
干
の
時
間
を
要
し
た
箇
所

も
あ
り
ま
す
が
、
相
対
的
に
昨
年
に
比
べ
所
要

時
間
の
短
縮
を
み
て
い
ま
す
。



定
点
交
通
量
調
査
に
つ
い
て

調
査
番
号
「
l
塩
尻
」
お
よ
び
「
2
秋
和
」

に
お
い
て
、
坂
城
方
面
か
ら
上
田
バ
イ
パ
ス
お

よ
び
国
号
直
進
の
通
過
車
両
が
減
少
し
ま
し
た
。

調
査
番
号
「
8
古
里
」
は
、
昨
年
調
査
番
号

「
9
古
里
」
が
工
事
中
の
た
め
、
そ
の
迂
回
路

と
な
っ
て
い
た
た
め
増
加
し
ま
し
た
が
、
今
回

そ
の
影
響
が
な
く
減
少
し
ま
し
た
。

調
査
番
号
「
叩
常
田
」
は
、
昨
年
並
行
す
る

市
道
が
下
水
道
工
事
中
で
通
行
止
と
な
っ
て
お

り
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
影
響
は
な
く

増
加
し
ま
し
た
。

調
査
番
号
「
日
国
分
」
に
お
い
て
、
通
過
車

両
の
大
幅
減
少
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

調
査
番
号
「
目
上
田
橋
」
に
お
い
て
、
通
過

車
両
の
大
輔
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

調
査
番
号
「
日
古
舟
橋
」
に
お
い
て
、
通
過

車
両
の
大
幅
減
少
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

「相
乗
り
乗
車
」「
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
利
用
」

「
パ
ス

・
電
車
の
利
用
」
で
交
通
渋
滞
の
解
消

に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課
(
内
線
1
5
6

1

・1
5
6
2
)

調査地点(→進行方向)

常国(→小諸上回直進)

(国道18号)

国分(→国道18号直進)

(→国道141号)

秋和(→国道18号)

11 秋和(→秋和踏入線)

下纏{踏入大屋線直進)12 よ野(→国道144号直進)

小牧橋(→小牧丸子線から小牧橋)13 よ野(→国道144号)

小牧橋(→川辺町国分線から小牧橋)14 住吉(→よ図バイパス)

よ田橋(→国道143号からよ回矯)15 住吉(→国道144号直進)

古舟橋(→上田丸子線から古舟橋)16 古里(→上回バイパス)

+4・14'(ー47'54" (47'54") 52'08・(46'54・)国道143号(三好町交差点~上田橋))11西支所(浦野交差点)司市役所(9.1b)

+1'11・(+43'10' (43'10') 44'21・(44'02") 主要地方道上田丸子線(赤坂交差点~古舟矯)下之郷(下之第公民館前)...市役所 (7.9b)

+4'46・(+27'56・(27'56・)32'42' (29'24つ主要地方道長野よ回線 (中之条交差点~古舟橋)半過1-10'"市役所 (5.9b)

-0'09・(一15'22・(15'22・)15'13・(15'00・)国道18号(塩尻小前~花園交差点)坂減釘 {ねずみ交差点)...市役所 (6.0b)

+0'46・(ー22'12・(22'12") 22'58・(21'35づ国道144号(中央東~国道141号〉畑町 (本原医院前)... す傾 (7.4ka)

-1'42・(一23'45・(23'45・)22'03・(19'21・)主要地方道小諸上回線(古里~中失二丁目〉東部町 {豪**西交差点)司市役所 (7.0ka)

一0'28'(ー26'25・(26'02・)25'34・(23'45・)国道18号(国分~国道141号)東部町 {和交差点)唱す傾(7.3ka)

+0'51' (+ 29'02' (29'25・)30'16" (29'45つ市道小牧丸子線(小牧橋~国道141号)丸子町 (1郷11入口交差点)...市役所 (7.6ka)



ー
川
町
一

一

圃

，

一-nc一
一

一
.
一

一側

一

一
テ
一間

一

示

山情報

戦
後
日
年
記
念
式
典

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

••• 
市
で
は
、
戦
後
日
年
を
記
念
し
て

式
典
を
開
催
し
ま
す
。

青
空
の
も
と
、
わ
た
し
た
ち
の
街

を
全
望
で
き
る
会
場
で
、
戦
後
日
年

続
い
て
い
る
日
本
の
平
和
を
見
直
す

と
と
も
に
、
戦
争
犠
牲
者
の
ご
冥
福

を
祈
り
、
世
界
平
和
の
実
現
を
願
お

う
と
い
う
問
的
で
行
う
も
の
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

。

品\~~る上町議F治凸
可I?~ .~. 

真夏の夜の夢
in上回城

マ
と
き

8
月
ロ
日

ω午
前

9
時

マ
と
こ
ろ

東
山
地
籍
H
地
図

マ
駐
車
場

塩
田
自
然
運
動
公
園
周

辺
に
用
怠
し
ま
す
。
高
齢
者
な
ど
は

駐
心
掛
か
ら
会
弱
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

な
お
、
原
峠
保
養
固
に
は
絶
対
に
駐

車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
マ
そ
の

他

山
林
で
す
の
で
、
動
き
や
す
く
、

暑
さ
を
し
の
げ
る
服
装
で
お
願
い
し

ま

す

。

マ

問
い
合
わ
せ

人
権
同

和
対
策
課
(
内
線
1
3
7
1
)

お盆明けの夏の一夜を、古城の

跡で邦楽にひたり、一涼としてみ

ませんか。どうぞお越しくださL、。

マとき 8月19日凶午後7時か

ら8時30分まで マところ上回

城東虎口櫓門前マ出演者山本

邦山氏・沢井忠夫氏ほか2人の邦

楽演奏家(尺八、筆) マ演奏曲

百花譜、荒械の月ほか マ入場

料無料 マ問い合わせ観光謀

(内線1421・1422)

夏
の
夜
を
彩
り
ま
す

上
回
の
大
花
火
大
会

••• 
マ
と
き

8
月
刊
円
附
午
後
7
時

日
分

1
9時
ご
ろ
(
雨
天
の
場
合
は

8
月
日
日
)
マ
と
こ
ろ

千
曲
川

上
田
橋
上
流
約
1
向
・
つ
け
ば
鯉
西

前

マ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

『上

回
の
夜
を
華
や
か
に
彩
る
花
火
の
饗

宴
』

マ

問
い
合
わ
せ

上
回
商
工

会
議
所
(
宮
⑫
4
5
0
0
)

在空を彩る祭典は今年で 8回目

戦
争
や
平
和
に
関
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
お
年

寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
多
く
の
か

た
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
況
は
冊
子

に
ま
と
め
る
予
定
で
す

(掲
昌
殿
者
に

は
、
冊
子
を
お
送
り
し
ま
す
)。

マ
募
集
内
容
手
犯
は
1
6
0
0

字
以
内
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い

(1

人
1
点
)

マ
締
め
切
り

8
月
幻

B
樹

(
当
日
消
印
有
効
)
マ
そ
の

他
冊
子
へ
の
掲
載
は
匿
名
も
可
能

で
す
が
、
原
稿
に
は
住
所
・
氏
名
・

電
路
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
中
央
公
民
館

『戦

争
と
う
え
だ
』
係

〈材
木
町
1
1
2

3
・
8
@
0
7
6
0
)

マ
部
門

1
短
歌

〈1
首
以
内
)

2
俳
句

(2
旬
以
内
)
3
川
柳

(2

旬
以
内
)
4
現
代
詩

(2
編
以
内
)

マ
応
募
方
法

①
で
き
る
だ
け
原

稿
用
紙
を
使
用
②
最
初
に
部
門
名
を

赤
で
記
入
③
次
に
住
所
・
氏
名
・
筆

名
・
電
話
寄
号
を
明
妃

(小
・
申
・

高
綬
生
は
学
校
名

・
学
級
も
記
入
)

④
題
は
自
由
で
、
作
品
は
未
発
表
作

に
限
り
ま
す
。

マ

投
稿
料

1
部

門
に
つ
き
3
0
0
同

(小
・
中
・
高

綬
生
は
無
料
)。

郵
送
の
場
合
は
、

作
品
に
3
0
0
門
の
郵
便
小
為
替
を

同
封
。
持
容
の
岨
場
合
は
、
窓
口
ヘ
現

金
を
添
え
て
提
出

マ
由
申
し
込
み

9
月
初
日
出

(当
日
消
印
有
効
)
ま

で
に

『〒
3
8
6

上
田
市
材
木
町

[12] 7 B. 広報うえだ7.



• 
(主催者の都合により変更する場合があります)

..， 

「
応
急
手
当
」
普
通
救

命
講
習
会
へ
ど
う
ぞ

••• 
9
月
3
団
側
か
ら
同
9
日

ωま
で

の
救
急
医
療
週
間
に
あ
わ
世
、
応
急

手
当
普
通
救
命
講
習
を
開
き
ま
す
。

1
1
9番
を
受
け
て
か
ら
救
急
車

が
現
場
に
着
く
ま
で
、
全
国
平
均
で

約

5
分
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
脳

が
酸
素
な
し
で
生
き
て
い
ら
れ
る
時

聞
は
わ
ず
か

3
1
4分
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
救
急
隊
が
着
く
ま
で

の
時
間
を
空
白
の
5
分
間
と
い
い
、

い
か
に
現
場
付
近
に
居
合
わ
せ
た
人

が
適
切
な
応
急
手
当
を
速
や
か
に
行

え
る
か
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
正
し
い
応
急
手

当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

tll@0762 

月日 催 し 時間 入場法 問い合わせ

8/6 7マト逮鎗音楽宅急便
信越放送

{日} I新日本フィルハーモニーJ 15:00 無料 n0262 
02165 

27 
長招舞踊発表会

近藤社中

(日}
9:30 無料

怨@1674

-二の丸1-2市民会館

n@0760 -材木町1-2-3文化会館

‘，
hη
古
且
-
F

‘、、、

品

マ
と
き

9
月
3
日
同

・
4
日
間

(
両
日
と
も
午
後
1
時
加
分
1
4
時

ω分
)

マ

と
こ
ろ

市
消
防
会
館

(
上
田
広
域
消
防
本
部
・
大
手
2
)

マ
受
講
料

無

料

マ

申
し
込

み

8
月
刊
日
同
か
ら
同
初
日

ωま

で
に
上
田
中
央
消
防
署
ま
た
は
お
近

く
の
消
防
署
・
分
署
へ
マ
そ
の
他

講
習
終
了
時
に
は
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ

上
田

中
央
消
防
署
(
宮
@
0
1
1
9
)

(
4階
)

マ

内
容

「
シ
ャ
ボ
ン

玉
に
つ
い
て
」
マ
対
象
小
・

中

学

生

マ

参
加
料

無
料

-
上
小
地
方
の
筆
塚
パ
ネ
ル
写
真
展

マ
と
き

8
月
ロ
日
出

i
同
羽
田

制
(
午
前
9
時

1
午
後
4
時
初
分
ν

マ
と
こ
ろ

美
術
館

(
2階〉

マ
入
場
料

無
料

.
親
子
映
画
会

マ
と
き

8
月
日
日
側

・
日
日

ω

(
午
前
日
時

・
午
後

2
時
叩
分
の

2

回

)

マ

と
こ
ろ

視
聴
覚
室

(
3

階
)
マ
内
容

「
そ
れ
い
け
ア
ン

パ
ン
マ
ン
」
(
お
分
)
マ
入
場
料

無
料
マ
そ
の
他
定
員
は
各
国

と
も
印
人
で
す
(
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
)
。

マ
問
い
合
わ
せ

よ
田
創
造
館
(
岱

@
1
1
1
1
)
 

暑
い
夏
も
楽
し
も
う

創
造
館

8
月
の
催
し

••• 
.
 第
2
土
曜
日
・
実
験
室
の
開
放

マ
と
き

8
月
ロ
日
凶
午
前
日
時

i
正
午
マ
と
こ
ろ
科
学
実
験
室

丸子町文化会館

1
1
2
1
3

上
岡
市
中
央
公
民
館

短
跨
型
文
学
祭
係
』
ヘ
。
持
参
の
場

合
は
各
公
民
館
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す

(土
曜
、

自
慢、

祭
自
の
受
け
付
け
は
中
央
公

民
館
の
み
)

。

マ
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
包
@
0
7
6
0
)

「
阪
神
大
震
災
」
被
災

地
の
子
供
の
作
晶
展

••• 
兵
庫
県
南
部
地
震
の
被
災
地
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
、
被
災
状
況
な
ど

を
描
い
た
絵
や
作
文
の
作
品
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
お
買
い
物
な
ど
の
つ

い
で
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

8
月
剖
日
附

i
同
ぬ
日

ω
マ
と

こ

ろ

ジ

ャ
ス
コ
上
回
庖

(
常
田

2
)

マ
入
場
料
無
料

丸子町民コンサート

「マエストロたちの夏の夜J

信州国際音楽村

丸子町長コンサー ト

「歌の花束J

8/6 
第8回よ田平和音楽祭 14:00 有料

深町
{自) n@0532 

9/1 第20回線窪差別を 19:00 無料
中失公民館

自鉛 なくす地区市民集会 n@0760 

3 
生活クラブ上回支部 生活クラブ

結成10周年記念講演会 13:30 有料 上回支部
{自l

講師:無着成恭氏 Z宝③4151

13 
文化会館10周年記念

中央公民館

(lJ<1 
人形劇ー劇団ドラックー 18:30 無料 n@0760 
「ビドリチカ~音のごちそうj

7 8. 

函連50年「寛容の年」
1，念公演ミュージカル

f赤毛のアンJ

広報うえだ7.

東部町文化会館
歌舞伎鑑賞教室

(第 1線-3部〉
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| 働く婦人の家 1 
『仰すムトマシ』
灘 U毅

戦
没
者
遺
族
の
か
た

弔
慰
金
請
求
手
続
を

••• 
国
で
は
、
終
戦
印
周
年
に
あ
た
り
、

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め

に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

おおぜいの皆さん、どうぞお出掛けください。

*対象 市内に住む人か勤務する人

*ところ 働く婦人の家 (材木町 1・2・2・
宮@2988)

「男性の料理教室」は23人、その

他はいずれも30人

員*定

諦
求
で
き
る
戦
没
者
の
遺
族
は

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
先
順
位

の
か
た
で
す
。

①
昭
和
6
年
9
月
時
日
以
後
の
戦
没

者
の
遺
族
。

②
戦
没
者
の
配
偶
者
、

子
、
父
母
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
及
び
生
計
関
係

の
あ
っ
た
三
親
等
以
内
の
親
族
。

③
平
成
7
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権

を
有
す
る
遺
族
が
い
な
い
こ
と
。

-
金
額
と
支
給
方
法

額
面
刊
万
円
、
叩
年
償
還
、
無
利

子
の
記
名
国
債
で
支
給
。

な
お
、
請
求
古
類
は
、
遺
族
会
会

貝
の
か
た
は
最
寄
り
の
支
部
長
さ
ん

か
ら
、
会
員
で
な
い
か
た
は
市
役
所

.働く蝿人の家fハンサムウーマンJ日程と内容

t膏座名 講師 期日 申し込み

女性と
酒弁~良 9月8、22日刷

身近な 9/5まで
法a さん 18:30-20:30 

こどもの 荒弁rH主~ 10月14日凶
10/12まで

心と健康 さん 13:30-15*00 

電話また

"きあう 岩崎信子 10月2713ω
10/23まで

tt_窓口へ

慨し方 さん 18:30-20:30 申し込み
ください

働く
北村武

11月28円、
女性の

さん
12月5日側 11/24まで

健蔵管理 18・30-20:30

男性の
山上慾~

1月J8日~
事ヰ理教室 3月21日側 1/12まで

(5) さん
18 : 30-20 : 30 

翁H!j教室 福島佳子
9月14日~

8月26日凶12月21日側
(12) さん

18 : 30-20 : 30 13:30-15:00 

9月 7日~
働く婦人の君主へ材斜貨

).c級殺教室 尾形美総伎 fS.をそえて、iFH監おこ

(13) さん
12月21日側 しくた.さい

13 : 30-15 : 00 

福
祉
諜
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

マ
申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ
福
祉

課

ハ
市
役
所
南
庁
舎
l
階
・

内
線
1

6
0
7
)
 

県
総
人
口
は
何
人
つ
・

国
勢
調
査
懸
賞
問
題

---m月1
日
現
在
で
国
勢
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
県
で
は
、

長
野

県
の
総
人
口
を
予
想
す
る
懸
賞
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。

マ
問
題

『
平
成
7
年
日
月
1
日

現
在
の
本
県
総
人
口
は
何
人
?
』

(
参
考
ま
で
に
、
平
成
2
年
叩
月
1

日
現
在
の
長
野
県
の
総
人
口
は
2
1

*材料・テキスト代は肴付11救.1，130問、太極拳教室 2，100問、
男性の料理事U!2，550問、その他l孟無斜。

ホ着付け教室 ・太径象徴宣I孟初心者が対象です.

*庇児l孟2.から 6.:1::で行います

[14] 7 8. 広韓うえ定7.

5
万
6
6
2
7
人、

平
成
7
年
5
月

1
日
現
在
で
2
1
9万
2
8
3
7人
)

マ
応
募
資
格

県
内
に
住
む
人

マ
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
予

想
人
口
と
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
(
学
校
名
)
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
「
一T
3
8
0

長
野

市
大
字
南
長
野
6
9
2
1
2

県
斤

情
報
統
計
課
」

(
宮
0
2
6
2@
O

I
l
l
)
へ
ど
う
ぞ
。
た
だ
し
、
は

が
き
1
枚
に

つ
き
1
つ
の
回
答
に
限

り
ま
す
。

マ

応
募
期
限

9
月
鈎

日
幽
(
当
日
の
消
印
ま
で
有
効
)

マ
そ

の

他

入
賞
者
の
か
た
に
は
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
(
本
人
に
直

接
通
知
)
マ
問
い
合
わ
せ
企
画

謀

ハ内
線
1
2
2
8〉



今

井

武

雄

諏

訪

形

部

一
一

榎

弁

盛

大

屋

問

一

滋

入

環

平

弁

寺

旬

山

浦

重

勝

新

屋

卯

一

一

品

桑

ひ

で

子

末

広

町

制

二

子

塚

蕃

祐

須

川

的

両

角

勝

上

盗

尻

創

一

回

中

一
人

八

木

沢

側

一

竹

内

邦

江

院

内

河

伊

藤

長

生

岩

下

旬

一

真

瀬

垣

正

義

泉

平

臼

一

宮

原

光

徳

御

所

η

上
平
う
ち
子
神
科
新
屋
均
一
山
際
み
ち
子
川
辺
町

m
初

日

水

寄

い

そ

じ

院

内

制

(
6
月

届

け

出

分

・

敬

称

略

)

い

竹

越

貞

男

院

内

側

一

一

梅

津

拳

今

靭

阿

川

川

口

一

牧

野

市

忠

助

末

広

町

回

松

原

八

重

金

井

刊

一

杉

叫

問

袈

裟

敏

倉

升

卯

一

竹

内

綾

子

福

岡

引

い

深

町

奨

草

子

下

川

原

柳

町

河

原

英

川

辺

町

引

い

屋

川

康

行

上

常

国

側

二

中

村

賢

作

探

坪

田

ぃ

機

関

嘉

人

雨

天

神

町

的

今
井

-
郎

下

房

山

叩

ぃ

谷

鈴

符

平

鎌

原

河

・

竹

内

文

子

山

田

幻

・

奥

山

志

ん

下

場

創

立

保

次

染

昆

随

一

金

湾

益

衛

岩

清

水

随

一

安

湾

淳

み

す

ず

台

北

ω
一
大
塚
正
三

野

竹

制

掛

川

築

設

材

木

町

印

一

三
枝

は

る

よ

半

過

卯

一

機

弁

ゆ

り

子

中

吉

田

仰

い

・

中

畑

房

治

中

村

ω

丸
間
畿

一

材

木

町

河

川

平

林

博

道

梅

が

丘

M
W

…

一

村

回

ふ

み

子

秋

和

何

一

山

下

徹

男

川

辺

町

四

兼

子

貞

治

郎

仁

古

田

刊

い

金

m
滑
金
井
冗
一
久
保
田
た
ま
み
す
ず
台
南
側
一
六
川
祭
器
す
み
す
ず
台
南
臼

宮
崎
忠

一

小

泉

肝

一

一

牧

島

牧

古

川

辺

町

河

一

小

松

秀

雄

緑

が

丘

北

M
二

中

村

こ

と

吉

田

内

削

減

淘

盛

忠

中

組

制

一

望

月

喜

美

子

石

神

随

一

宮

滞

文

伎

上

関

原

町

日

小

綿

湾

祭

人

丸

湖

町

随

竹

悶

テ

ル

院

内

回

一

沓

出

荷

な

を

岩

門

均

一

大

井

み

よ

し

神

畑

仰

い

小

西

義

男

奈

良

尾

河

中
台
棋
角
軍
神
科
話
回
血
“

一
石

織

は

つ

よ

南

天

神

町

仰

い

小

寺

正

男

中

野

m
u
依

闘

す

み

子

中

組

制

引

中

村

キ

ヨ

来

前

山

叩

・
立

川

博

下

之

条

河

口
春

原

辰

男

神

畑

ηυ

a・h
‘・F

|ボーイスカウ卜 | 

上回第13団の隊員募集
ボーイスカウト上田第13団(城下・川西・塩田など

の地区)では小学1年~6年まで、それぞれ若干名
の隊員を募集します。

じ〉申込期間 8月1日ω~問15日ω
b申し込み・問い合わせ 青少年課(内線5132)

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

創
造
館
パ
ソ
コ
ン
室

新
し
い
機
種
を
導
入

••• 
上
回
創
造
館
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
利
用
者
の
か
た
の
要
望
に
応
え
、

今
年
度
新
た
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
パ

ソ
コ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。

団
体
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
学
習
や
企

業
研
修
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
ご

利
用
で
き
る
ほ
か
、
個
人
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
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白
申
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み
上
田
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(
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1
1
1
1
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ど
う
ぞ
(
受

け
付
け
は
3
か
月
前
か
ら
で
す
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計
量
器
の
定
期
検
査

お
受
け
く
だ
さ
い
/

••• 
平
成
7
年
度
の
、
は
か
り
の
定
期

検
査
を
別
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

7
月
刊
日
付
け

「
広
報
」
で
お
知
ら

せ
し
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お
り
、
今
年
度
は
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下
地

区
、
川
辺
・
泉
田
地
区
、
神
川
地
区

(
上
堀
自
治
会
を
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く
)
、
神
科
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区
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殿
地
区
、
塩
田
地
区
、
川
西
地
区
、

山
口
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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. ，まかりの定期検査日程表

- 池 ・ 鑑印円 ・賞重 欲さとれ、 な生の 3 実施日 検査会犠 後査時間も 強のこも時日
救急忘嫌帯 硬貨が り安目ろすぐのに間をか被地災

8月21日l月)
鈴子公民館 午前9:30~11:30 

薬品れラ梅 品すぎ に を備え わか 西 1毎回会館 午後1:00~3:00 
ずジ利あ: は置にリ かるに

書建〉にオ.B事Eると 現金なU塁、いて E品:lr .:Lツ E、繁に とい教器資tJ~ 8月22日ω 午前9:30~正午

長
午後1:00~3:00

懐中 便利 ....... .... お ク」りわ 塩田公民館

公董話 と 15させサろ切れ
、.. 午前9・ 30~正午、- 8月23日附

電 、 が処まるツかる て

た
午後1:00~3:00

解劃熱j 灯 望酒皿 大 しよク次らかい 届く 川西公民館 午前9:30~11:30( 切よな、ま の
予書 温唱周にで究再開ぅ。近主どにのよ買書すまで

8月24日制

けは 対
相染問 午後1 ・ 00~3:00

川辺・泉田防災センター 午前9・ 30~11:30 io 7
0 kg • な入う発こ

応
8月25日働

必 川辺町会館 午後1:O0~3:00

を ヘ※主主総下 ・衣おレ※水、を非・常ガ縁薬胃 要 マ 8月28日開)中村自治会館
午前9:30~正午

まの理 きト選通 i . - 午後1:00~3:00 

期定的た配赤ち用タ』類まル重量水筒 さ ゼ
. ー圃圃・

午前9:30~11:30 エL 8月29日ω よ野が丘公民館
、raゃ品 ・ しト後 な食品

非 11 Fアb 
大屋公会堂 午後1:00~3:00 

に食もん オそょのの い 包か
検点品忘、紙 J~ のう。 お生紙で:帯、 ぜ 常 p

8月30日附
午前9:30~正午

なれおお平'他 か活コ食もカ 薬、 持 A 午後1:00~3:00
しとず喜むィ Z必ツ JE 出平

良材環焼改善センター
午前9:30~正午まはに つッ下着 需プベパ ば 8月31日制

し賞味期 。り、 、シ ど品 ・ らン ん
ロロロ 4 

午後1:00~3:00 
よ 粉ュ もと紙れ・そ

11 午前9:30~正午
う 病人ミペよ 意用し皿る缶詰 ど う 9月18幽

限な ルパ1.着、 てなも こ 午後1:00~4:00 
なク 1 し米どの(火 う 市役所計量検査室

午前9:30~正午
どど等、 て・ て 9月4日(月)

午後1:00~4:00 

7 B. 広報うえだ7.[15) 



~夏休み特別展~

、本で見る戦争と平和H

.とき:8月2日(氷)-16日(水)
開館時間午前9時~午後6時30分

(土曜、白曜、お盆は午後5時で閉館)

休館回 毎週月唱B、彼祭目、毎月月末

.ところ:市立図書館(包@(880)
太平洋戦争終結から50年目を迎えます。図書館で

は、当時図書館でよく続まれていた本、実際に使わ

れていた教科書などを展示します。また、戦争と平
和に関する本も集めてみました。

この機会に、 ぜひ平和について考えてみませんヵ、
どうぞお出かけ下さL、。

保健 診tlT
健康推進課(内線1626)

百日せき・ジフテリア・破傷風

園三種混合予防接種

従来の呼び方と変わりましたのでご注意くださ L、0

.第 1期1>1期初回

・第 2期仁>1期追加

.第 3期1>2期

b対象者 1期初回:①平成5年1月l日から同6月30日

までに生まれたお子さん②平成4年12月以前に生まれて

米接種のお子さん(ただし7歳半まで) 1期追加:①平成3

年7月から同12月までに生まれて初回を接種してあるお子

さん②平成3年6月以前に生まれて追加が完了していない

お子さん(ただし7歳半まで)1>接種方法 1期初回=3......，

8週間の間隔で3回接種 1期追加=初回の3回目接種後

約l年"""'1年半に1回接種 b受付時間午後1時30分か

ら2時20分まで 1>持ち物 母子健康手帳 b注意事

項 ①予診票が変わりましたので、当日会場で記入して

いただきます。②体温も会場で測定してください。③治療

中の病気や経過をみていることがある場合には、主治医に

前もって相談し、診断書または意見容をもらってください

(当日接種医が参考にして接種の可否を決めるので、接種

できない場合もあります)。④7月に日本脳炎の予防接種

を受けた幼児は、2週間他の予防接種は受けられません。

また7月"""'8月に行うツベルクリン反応検査 ・BCG接種

を受ける幼児は、1か月以上経過してから接種してくださ

い。⑤その他 :i保健ごよみ」に予防接種に関する詳しい

説明が載っています。市役所 ・各支所などにありますので、

お持ちください。

.三猿混合予防接種目程表

会場

観光会館
2階会機愛

3回目 対象地区

上田市文化 I I I東部
1" a "'... r-t，_t，~ I t" CI 0 n ，..lA '北部{上JII館柳町・下センタ- 8月22日ω19月278蜘 11月8白羽1-".' _.... ..，.--'.. 1111票錦町・銭治町・よ

け階大会総室) 1 
1 ， 鍛冶町、

JA中盗回支所 I^ ð^^~'^' ..O^~~， .I 中程図8月238耐 19月22自動 11月8日蜘1(l自主E由民也会館) 1;;，""...，..... IlnU ...，.~T'l 1 別所

1 I Jlli!!i 
8月23日劇19月268，;k)I 11月7日dJ泉図t吉田・指図J

川辺(築地・東築地)

城南公民館

上野が丘公民館 18月24Cl拘

神科{伊勢山・富士見

! 台・畑山・住吉が丘・

野竹・神斜新贋・西野

， 1守・笹井・IIJ!軍・岩門)
9月28目的110月31日帰l1'-".' ~" l ti重傷・大日本吸入・

1 1 小弁図・宮之」こ・中富

1 1 田・町吉田・下吉田・

1 緩台・ひかり}
t -j  

8月25日省19月22臼働110月27日制西部

川辺{築地・Jl築地を

川辺町会館 18月29目ω110月3白山110月31日(火)1 除く11阪地図

泉国t半過)

| 塩尻
保健センター 8月30日制110月4日ゆill月21日州 中失

l i 南部

JA中纏図支所 | 東寝田
8~308ゆ 10月 38 1必 111~21 日必(IB塩田.也会館)vnvvl..t"S" Ivnv"""vvl 茜塩田

.二種混合予防接種(ジフテリア・破傷風)

b対象者 1期初回:三種混合予防接種の対象者で、

百日せきにかかったお子さん (ただし 7歳半まで)0 4""'" 

6週間隔で2回接種。 1期追加:二種混合の 1期初

回を2回接種してあるお子さんは、 1期初回終了後、 12

-18か月の聞に l回接種 ※ 1期初回が 1回のまま追

加 (1回)をうけであるかたは、もう1回受けてくださ

い (予防接種法の改正により、合計 3回の接種が必要

になりました) 1>受付時間 午後 1 時30分~2 時20

分 b持ち物 母子健康手帳 b注意事項 ①予診票

が変わりましたので、当日会場で記入していただきます。

②体温も会場で測定してください。③治療中の病気や経

過をみていることがある場合には、 主治医に前もって相

談し、診断書または意見舎をもらってください(当日の

担当医が参考にして決めるので、接種できない場合もあ

ります)。

.ニ種混合予防接種目程表

会渇名 後418

命保健センター
T 8月18日会

1 9 月 148~

広._う左足!7.8. 1 (16) 
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